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はじめに

　ワインほど、ただ飲むだけではなく、知ること、語ることで楽しみが広がるお
酒があるでしょうか。その歴史、ブドウの種類、醸造の方法、香りと味わい、世
界に広がる産地、料理との相性、有名なエピソードなど、ワインにまつわる物語
は果てしなく、幅広く、奥深く、常に世界中の愛好家を魅了してやみません。

　ワインはヨーロッパを中心に文化として根付いており、学校でもビジネスシー
ンでもワインについて学ぶ機会があるそうです。今やアメリカでもグローバルに
活躍するビジネスパーソンの必修科目と言っても過言ではありません。クライア
ントの接待やパーティーの場でどんなワインを選ぶか、語るかが、教養あるエリー
トとしての物差しになっているとも言われています。

　本講座は、そんなワインにフィーチャーし、もっとワインのことを知り、もっ
と楽しんでいただくことを目指しています。まずはワインを好きになり、身近な
存在としておいしく味わうことが大切ですが、ワインについての知識があれば、
その楽しみは何倍にもなるはずです。

　ワインにはどんな種類があるのか、ブドウとワインの関係は、などの基礎知識
から始まり、どこで、どんなブドウから、どのようなワインがつくられているか
などのことを、テキストと副読本で提供します。

　本講座で基礎から学び、さまざまなワインを試し、ワイン文化への造詣を深め、
自分らしいワインワールドを広げてください。そうは言っても、ワインはお酒です。
飲みすぎると体を壊すこともありますし、味や香りに対する感覚も鈍くなります。
適度な量のワインを嗜みながら、３か月間の講座に楽しく取り組んでください。
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　約 6,500 万年前から、ブドウが世界中
に生い茂っていたことが、世界各地の第三
紀の地層から見つかるブドウ属の葉や種の
化石によってわかっています。しかし、そ
の後の氷河期でほとんどが絶滅し、わずか
に現在のアルメニアやジョージアで生き
残ったブドウが、中近東やヨーロッパに再
び広がっていったと推定されます。
　現在、世界のブドウはヨーロッパ系の

「ヴィティス・ヴィニフェラ」とアメリカ
系の「ヴィティス・ラブルスカ」に２分類

されています。ヴィニフェラとは「ワイン
用」という意味で、酸味があり、果皮が厚
く色素が豊富に含まれています。それに対
しラブルスカは「野生の」といった意味で
生食用に適していると言われます。
　ワインづくりは約８千年前、コーカサス
山脈南部、現在のジョージアで始まったとさ
れています。紀元前６千年ごろのブドウの種
や醸造跡が発見されており、出土したワイン
づくりの甕

かめ

「G
グ ヴ ィ ヴ ィ リ

hvivili」がワインの語源であ
るというのが言語学者の定説です。
　ワインが最初に文献に登場するのは、紀
元前３千年ごろのことが書かれたメソポタミ
アの英雄叙事詩『ギルガメッシュ叙事詩』で
す。シュメール人の王が洪水に備えて方舟を
つくる際（『旧約聖書』のノアの方舟の原型
とされるエピソード）、船大工たちにワイン
を振る舞ったという記述があります。
　また、エジプトでは紀元前４千年代末か
らワインが醸造されていたことが、壁画に
描かれた圧搾機や保存用のツボの絵からわ
かります。

ワインの歴史と現在、未来

Lesson 2

ブドウの起源
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　古代オリエントに始まったワインの文化
を西洋に広めたのはフェニキア人でした。
紀元前２千年ごろ、地中海交易を生業とす
るフェニキア人はワインとブドウを古代ギ
リシャに伝えます。以後、古代ギリシャで
は盛んにワイン醸造が行われ、ワインは地
中海全域へと広がっていきました。
　紀元前 600 年ごろに南フランスに伝

わったワイン文化は、勢力を拡大するロー
マ人によってヨーロッパ全域へ急速に普及
します。中でもジュリアス・シーザーがフ
ランスにワインづくりを伝えたと言われ、
ブルゴーニュ、シャンパーニュ、ローヌ川
周辺など、シーザーが征服した地域が現在
でも有名なワインの産地になっています。

古代ギリシャからローマ帝国へ

　ローマ時代にはワインの醸造方法も進化
し、それまで水で割って飲んでいたものが
ストレートで飲めるようになり、現代のワ
インの基盤が確立されました。そして、「ワ
インは我が血」というキリストの言葉に
よって、ワインは宗教的な意味を持つよう
になり、キリスト教の普及とともにさらに
ヨーロッパ各地に広まっていきます。修道

院でブドウ栽培やワイン醸造が盛んに行わ
れ、中世にはワインの質も向上します。
　ルネサンスを経て、宮廷文化の花開く
ヨーロッパではよりおいしいワインを追求
する流れが出てきます。瓶詰め技術の開発
やコルク栓の使用などもあり、品質が飛躍
的に向上した時代でもありました。

ワインはキリストの血

ローマ帝国の勢力圏
（200 年ごろ）

第１章　ワインって、何者？
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ワインの王様とも言える、代表的なブド
ウ品種の一つです。カベルネ・フランとソー
ヴィニヨン・ブランの交配で生まれたもの
で、果実は小粒で皮が厚く、深みのある色
と独特の香りを持っています。完熟した実
にはポリフェノールやタンニンが多く含ま
れ、熟成するとともに複雑味のある香りを
はらむようになります。そのため、重厚な
フルボディ＊の赤ワインに用いられること
が多い品種です。

成長には長い時間がかかるのが特徴的
で、栽培するには、温暖な気候の下でよく
陽の当たる水はけのいい土地が必要となり

ます。原産地のフランス・ボルドー地方が
よく知られていますが、今やフランス国内
だけでなく、アメリカや中国などでも広く
栽培されるようになりました。

もともと強い渋みがある品種なので、ボ
ルドーでは、メルロとのブレンドによって
味のバランスのとれたワインが伝統的につ
くられてきましたが、他の国々では単一品
種でつくられるワインも産出されていま
す。特に、より気候が温暖な米国のカリフォ
ルニアでは、最高級ワインに使用される品
種ともなっています。

＊フルボディ：「ボディ」はワインの濃厚さ、豊かさ、重みを表す用語。「ライト→ミディアム→フル」の順に、より濃厚な味わいになる
＊アロマ：ワインの香りの表現に使われる用語。ここではブドウ品種そのものが持つ「第 1 アロマ」を示している

DATA

果実味

酸味

アルコール

タンニン

タイプ 辛口

ブドウの色

アロマ＊

フランス（ボルドー、南西地方、ラングドッ
ク）、イタリア、チリ、中国、アメリカ（カリフォ
ルニア）など

カシス、マルベリー、ピーマン、ジャスミン

主な栽培地

別名（シノニム）
Bidure（ビドゥール）、Vidure（ヴィドゥール）、
Bouchet（ブーシェ）など

弱  　　　　　　　　　強

ワインの色

チリ

イタリア
フランス

（ボルドー、南西地方、
ラングドック）

アメリカ
（カリフォルニア）

中国

ロゼ赤

黒

世界一の人気者、赤ワイン用品種の王者

Cabernet Sauvignon
カベルネ・ソーヴィニヨン

Lesson 1

カベルネ・ 
ソーヴィニヨン 

メルロ

ピノ・ノワール

シラー／シラーズ

ムールヴェードル

グルナッシュ

カベルネ・フラン

ガメ

テンプラニーリョ

サンジョヴェーゼ

マルベック

ジンファンデル

マスカット・ 
ベーリー A

シャルドネ

ソーヴィニヨン・ 
ブラン

セミヨン

リースリング

ピノ・グリ

ゲヴュルツ 
トラミネール

シュナン・ブラン

ミュスカ

ヴィオニエ

ヴェルメンティーノ

甲州
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メルロもまた、フランス・ボルドーの主要
な黒ブドウ品種で、カベルネ・ソーヴィニヨ
ンとの相性が良いことでよく知られています。

メルロの実は中粒から大粒で青紫色をし
ており、カベルネ種よりも生育が早く、涼
しい気候でもよく育ちます。そのためフラン
ス国内で最大の栽培面積を占めるとともに、
世界中で広く栽培されています。特に最近
ではチリワインの代表的な品種ともなってお
り、日本国内でも長野県をはじめ、各地で
栽培への取り組みが進んでいます。

メルロからつくられるワインは口当たりが
よく、こくとまろやかな風味があり、長く熟

成を待たなくても楽しむことができます。そ
のため高級品だけでなく、カジュアルなタイ
プまで幅広いワインに用いられています。

例えばフランス・ラングドックやボル
ドーのアントル・ドゥー・メール地区では、
カジュアルワイン用のブドウが多く育てら
れています。その一方で、ボルドー右岸の
サン・テミリヨン地区やポムロール地区で
は、収穫量を抑えたメルロの丁寧な栽培と
醸造が行われています。中でも 1878 年の
パリ万博で金メダルに輝いたペトリュスが
有名ですが、ほかにも多くの高級ワインが
つくられています。

DATA

果実味

酸味

アルコール

タンニン

タイプ

アロマ

ダークチェリー、プルーン、ミント、マルベ
リー、スミレ

主な栽培地

別名（シノニム）

Merlot Noir（メルロ・ノワール）、
Sémillon Rouge（セミヨン・ルージュ）

弱  　　　　　　　　　強

辛口

ブドウの色

ワインの色

フランス
（ボルドー、南西地方、

ラングドッグ）
アメリカ

（カリフォルニア、
オレゴン）

南アフリカ

フランス（ボルドー、南西地方、ラングドック）、
ドイツ、アメリカ（カリフォルニア、オレゴン）、
ニュージーランドなど

ニュージーランド

ドイツ

ロゼ赤

黒

ブレンドでよし、単一でよし、主役も脇役も両方こなす

Merlot
メルロ

Lesson 2

第２章　ワインになるブドウたち
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リヨン
Lyon

ランス
Reims

トゥールーズ
Toulouse

ボルドー
Bordeaux

パリ
Paris

ナント
Nantes

マルセイユ
Marseille

ニース
Nice

ディジョン
Dijon

ロワール川
Loire

シャンパーニュ地方

ローヌ川
Le Rhône

ロワール地方

ボルドー地方

南西地方

アルザス地方

ラングドック・ルシヨン地方

コート・デュ・ローヌ地方

コルシカ島
Corsica

ブルゴーニュ地方

France
フランス

Lesson 1

長年の伝統に培われたワイン王国

世界中の誰もが認めるワイン王国と
言えばフランス。生産量や消費量だ
けではなく品質もトップクラスで、
長年の伝統を誇る最高級のフランス
ワインは、現代でも多くの愛飲家
やコレクターを魅了してやみません。
オークションでは著名な生産者のヴィ
ンテージものにとてつもない高値が付
くことがよくあり、投資家が関心を寄
せる対象ともなっています。

気候と品種
　
北緯 42 〜 51 度に位置するフランスは、

年間の平均気温は 10 〜 20 度と温暖で、ブ
ドウ栽培に適しており、その気候は主に次
の 3 つに分けられます
①大陸性気候：年間の寒暖差が激しく雨が

少ない。アルザス、ブルゴーニュなどの
東部

②海洋性気候：気温差が少なく通年で雨が
降る。ボルドーなどの西部

③地中海性気候：温暖で夏は乾燥して暑い。
ラングドック、プロヴァンスなど南部
それぞれの地理的条件に応じて栽培され

るブドウ品種は異なりますが、国全体では
黒ブドウと白ブドウの割合は 6.5 対 3.5 で、
最も生産量の多いものはメルロです。

ワインの歴史

フランスワインの歴史は紀元前のローマ
時代に始まると言われています。

12 世紀には、ブルゴーニュ地方でカト
リック教会の修道士によるワインづくりが
始まり、代表的なブドウ品種の一つである
ピノ・ノワールが育てられました。

また、同時代にアリエノール・ダキテー
ヌ（アキテーヌ地方の女公）と英国ヘンリー
2 世との婚姻によってボルドー地方がイギ

フランス

ボルドー地方

ブルゴーニュ地方

コート・デュ・
ローヌ地方

ロワール地方

シャンパーニュ地方

アルザス地方

ラングドック・ 
ルシヨン地方

南西地方

イタリア

トスカーナ州

ピエモンテ州

スペイン

ドイツ

その他 
ヨーロッパ諸国

カナダ／中国

USA

南アフリカ

オーストラリア

ニュージーランド

チリ

アルゼンチン

日本
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リヨン
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ランス
Reims

トゥールーズ
Toulouse

ボルドー
Bordeaux

パリ
Paris

ナント
Nantes

マルセイユ
Marseille

ニース
Nice

ディジョン
Dijon

ロワール川
Loire

シャンパーニュ地方

ローヌ川
Le Rhône

ロワール地方

ボルドー地方

南西地方

アルザス地方

ラングドック・ルシヨン地方

コート・デュ・ローヌ地方

コルシカ島
Corsica

ブルゴーニュ地方

AOP 
（Appellation d’Origine Protégée） 
アペラシオン・ドリジーヌ・プロテジェ

原産地呼称保護ワイン
※特定の産地で生産される上級ワイン

IGP
(Indication géographique protégée) 

インディカシオン・ゲオグラフィック・プロテジェ
地理的表示保護ワイン

Vin de Table 
ヴァン・ド・ターブル

地理的表示のないワイン

旧）AOC 法に基づく分類（フランス）
1935 年～

※ 2009 年より新規定に移行

新）EU 法に基づく分類
　2009 年～

AOC
（Appellation 産地名 Contrôlée または 

Appellation d’Origine Contrôlée） 
アペラシオン・ドリジーヌ・コントロレ

Vin de Pays 
ヴァン・ド・ペイ

Vin de France  
ヴァン・ド・フランス

リス領となり、フランス産のワインがイギ
リスで消費されるようになりました。その
後、ボルドーワインは 17 世紀に入ってさ
らに人気を呼び、1855 年のパリ万博で初
の格付けがなされています。

ワイン法の制定

1935 年にフランスでは INAO（ Institut 
National des Appellations d’Origine： 国 立

原産地呼称研究所）が設立され、生産地
区や品種、栽培法など細かな条件を定めた
ワイン法である AOC 法が施行されました。 
その後、2009 年に EU 法に基づくワイン
の分類が定められましたが、これは AOC
法を参考にしたものです。フランスにおい
ても、これを機に従来の AOC 法から EU 法
に基づく新基準に順次表記が切り替えられ
ています。それぞれの呼称は下の通りです。

主なブドウ品種

◯白ブドウ

① Ugni Blanc（ユニ・ブラン）
② Chardonnay（シャルドネ）
③ Sauvignon Blanc 
　（ソーヴィニヨン・ブラン）
④ Muscadet（ミュスカデ）
⑤ Sémillon（セミヨン）

◦黒ブドウ

❶ Merlot（メルロ）
❷ Grenache（グルナッシュ )
❸ Syrah（シラー )
❹ Cabernet Sauvignon 
　（カベルネ・ソーヴィニヨン）
❺ Carignan（カリニャン）
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フランス

ボルドー地方

ブルゴーニュ地方

コート・デュ・
ローヌ地方

ロワール地方

シャンパーニュ地方

アルザス地方

ラングドック・ 
ルシヨン地方

南西地方

イタリア

トスカーナ州

ピエモンテ州

スペイン

ドイツ

その他 
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カナダ／中国

USA
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トスカーナ州
Toscana

ピエモンテ州
Piemonte

ヴェネト州
Veneto

キャンティ地方
Chianti

ロンバルディア州
Lombardia

ローマ
Rome

地中海
Mediterraneas Sea

ミラノ
Milanoトリノ

Torino

ジェノヴァ
Genova

ヴェネチア
Venezia

ナポリ
Napoli

Italy
イタリア

Lesson 10

フランスと肩を並べるワイン大国

気候と品種

北 緯 35 〜 47 度 に 位 置 し、 南 北 に
1,300km ある細長いイタリアは、北部の
一部は冷涼な山岳気候や大陸性気候です
が、国土の大半は乾燥した地中海性気候で
す。イタリアには土着品種と呼ばれる、そ
の土地でしか栽培されないブドウ品種が
500 種以上あると言われています。

ワインの歴史

イタリアのワインが初めて文献に登場す
るのは、紀元前８世紀、ギリシャの作家ホ
メロスによる叙事詩『オデュッセイア』で
す。その後の歴史の中で、常に小国の分立
を繰り返したイタリアでは、それぞれの地
域や地方の郷土料理に合う多彩なワインが
生まれました。王侯貴族より庶民に溶け込

んで発展してきたのがイタリアワインの特
徴でもあります。

ルネッサンス期にトスカーナ地方を中心
に広がった「キャンティ（Chianti）」は、
1860 年、藁で巻いた「フィアスコ・ボトル」
が考案され、アメリカなどに大量に輸出さ
れて一世を風靡しました。

ワイン法の制定

ワインのブランド力でフランスに一歩
及ばない印象のイタリアですが、ワイン

ワインでフランスと肩を並べる国と言えば
イタリアです。生産量は世界第１位、輸出
量は第２位を誇り（2017 年）、プレミア
ムワインからカジュアルワインまで、20
州全てで気候や土壌の特性を生かしたワイ
ンがつくられています。陽気で楽観的な国
民性と同様に、明るい陽光に育まれたブド
ウによるイタリアワインは世界中で愛され
ています。

フランス

ボルドー地方

ブルゴーニュ地方

コート・デュ・
ローヌ地方

ロワール地方

シャンパーニュ地方

アルザス地方

ラングドック・ 
ルシヨン地方

南西地方

イタリア

トスカーナ州

ピエモンテ州

スペイン

ドイツ

その他 
ヨーロッパ諸国

カナダ／中国

USA

南アフリカ

オーストラリア

ニュージーランド

チリ

アルゼンチン

日本
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トスカーナ州
Toscana

ピエモンテ州
Piemonte

ヴェネト州
Veneto

キャンティ地方
Chianti

ロンバルディア州
Lombardia

ローマ
Rome

地中海
Mediterraneas Sea

ミラノ
Milanoトリノ

Torino

ジェノヴァ
Genova

ヴェネチア
Venezia

ナポリ
Napoli

主なブドウ品種

◯白ブドウ

① Catarratto（カタラット）
② Trebbiano（トレッビアーノ）
③ Chardonnay（シャルドネ）
④ Glera（グレーラ）

◦黒ブドウ

❶ Sangiovese（サンジョヴェーゼ）
❷ Montepulciano（モンテプルチアーノ）
❸ Merlot（メルロ）
❹ Barbera（バルベーラ）

法（DOC ＝ Denominazione di Origine 
Controllata 法）は 1963 年に制定されて
います。原産地呼称表記の厳しさを基準に
４つの段階に分けられた DOC 法は、その
後、何度もの改正を経て、2009 年 EU の
原産地呼称保護制度に従って、３段階に再
分類されました。

現在、イタリアワインのラベルには EU
分類だけのもの、旧分類を併記したもの、
旧分類だけのものの３つの表示方法が認め
られています。ただし、イタリアの DOC
法はフランスに比べると法律上の線引きが
曖昧な面があり、必ずしも格付けに品質が
伴っていないという説もあります。

ワインの産地

イタリアのワイン産地は次のレッスンで紹
介するピエモンテ州とトスカーナ州が双璧で
すが、それ以外に知っておきたい産地にヴェ
ネト州とロンバルディア州があります。ヴェネ
ト州にはスパークリングワイン「プロセッコ

（Prosecco）」、長い年月をかけて醸造され
る贅沢な赤ワイン「アマローネ（Amarone）」
があります。ロンバルディア州はフランスの
シャンパーニュに引けを取らないエレガント
なスパークリングワイン「フランチャコルタ

（Franciacorta）」で有名です。

DOP 
原産地呼称保護ワイン

※特定の産地で生産される上級ワイン

IGP
地理的表示保護ワイン

Vino 
地理的表示のないワイン

旧）DOC 法に基づく分類
（イタリア）1963 年～
※ 2009 年より新規定に移行

新）EU 法に基づく分類
　2009 年～

DOCG
保証付原産地呼称ワイン　74 銘柄

DOC 
原産地呼称ワイン　約 330 銘柄

IGT
品種・収穫年（85％以上）表示

VdT  
品種・収穫年（85％以下）表示
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Chile
チリ

害虫フィロキセラから 
ブドウを守る

19 世紀後半、ヨーロッパのブドウを次々
と壊滅状態に追いやった害虫フィロキセ
ラ。しかし、チリでは山脈や砂漠や氷河な
ど天然の障壁に囲まれていたために、この
害虫の侵入を受けることがありませんでし
た。フィロキセラによって絶滅したと言
われていたボルドー原産のカルメネール

（Carménère）がチリで発見され、今では
チリの代表品種となっています。

良質のカベルネ・ソーヴィニヨン
で名を上げる

チリには、 原 産 地 呼 称 ワ イ ン（DO ＝
Denominación de Origen）の制度があり、
産地、品種、収穫年がラベルに表記されま
す。栽培面積の多い品種は高品質で安定し
たカベルネ・ソーヴィニヨン、メルロ、カ
ルメネール、白ブドウではソーヴィニヨン・
ブラン、シャルドネなど。主な産地として

Lesson 21

南北に細長い南米の国チリは、アンデス山脈と海
岸山脈の間の盆地、南緯 27 〜 39 度の間にブド
ウ栽培地が広がっています。標高が高く、昼夜の
温度差が大きいため質の高いブドウが生産され、
労働コストが安いことから、品質の高いワインが
リーズナブルな価格で手に入ることで人気です。
2015 年、フランスやイタリアを抜いて日本が一
番多くワインを輸入している国になりました。

エルキ・ヴァレー
Elqui Valley

アコンカグア・ヴァレー
Aconcagua Valley

マイポ・ヴァレー
Maipo Valley

クリコ・ヴァレー
Curico Valley

イタタ・ヴァレー
Itata Valley

サンティアゴ
Santiago

良質のワインを手頃な価格で提供

は 北 の エ ル キ・ ヴ ァ
レー、アコンカグア・
ヴァレー、中央のマイ
ポ・ヴァレー、クリコ・
ヴァレー、南には古く
からの産地であるイタタ・ヴァレーなどが
あります。

大企業から 
ブティック・ワイナリーまで

チリはブドウの栽培に適し、しかも害虫
が少ないことから著名な醸造企業が多く
進出し、品質をとことん追求したプレミア
ムワインが多く生まれています。マイポ・
ヴァレーなどには地元大手のワイナリーと
ボルドーの５大シャトーとのジョイントベ
ンチャーによるワイナリーもあれば、実験
的な小規模のブティック・ワイナリー（手
作業中心の少量生産ワイナリー）や有機栽
培に徹してワインをつくるワイナリーま
で、多彩なワインづくりが行われています。
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テイスティングシート記入例

ワークブックの
使い方

● このワークブックは、TEXTBOOKと副読本で学んだことをより

深めていきながら、ワインを楽しむためのものです。

● 第１章のワークでは、みなさんが自身で調べてみるためのテー

マを設定しています。今後、いろいろなワイン、まだ知らなかっ

たワインを飲んでいく中で、自身のワイン世界がどんどん広がっ

ていくことと思います。そんなときに、はじめてのブドウ品種や気

になった産地のことなどを調べるようにすると、より深く豊饒な

ワインの世界を楽しむことができるようになるでしょう。

● 第２章には、実際に飲んでみたワインについて記録する、テイ

スティングシートを用意しました。項目はすべて記載する必要は

ありませんし、また記載する内容について正解もありません。

自分が感じたことをそのまま記録し、自分好みのワイン探し、

ワインの楽しみ方探しに役立ててください。

● 一部のワークは、第３回の提出課題として出題されています。

2

ノートに記入する日づけ、曜日をチェックしま
しょう。

赤ワインなら3つの軸、白とロゼなら2つの軸に
そって、それぞれの要素を採点することで、その
ワインの印象をつかむことができます。

ボトルからわかる情報やワインの見た目、香り、
味などについて自分が感じたことを記録しま
しょう。
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　TEXTBOOK第２章では、「ワインになるブドウたち」として、黒ブドウ13種、白ブドウ11種、計24種
のブドウについて学びました。しかし、ワインの原料となるブドウはまだまだたくさんあり、一説には
何千種類もあるといわれています。
　TEXTBOOKでは触れられなかったブドウをいくつかここにピックアップしました。それぞれのブド
ウがどんなブドウか、調べてみましょう。

Carignan  カリニャン
ブドウの色 ブドウの色

アロマ

主な栽培地

特　徴

Montepulciano  モンテプルチャーノ
ブドウの色 ブドウの色

アロマ

主な栽培地

特　徴
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Muscadet  ミュスカデ
ブドウの色 ブドウの色

アロマ

主な栽培地

特　徴

Airén  アイレン
ブドウの色 ブドウの色

アロマ

主な栽培地

特　徴

Muscadelle  ミュスカデル
ブドウの色 ブドウの色

アロマ

主な栽培地

特　徴

5



Month 1 　　2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　　 10　　 11　　 12
Date 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31　

Mon WedTue FriThu Sat Sun

TASTING

銘柄名

主なブドウ品種

産地（国／地方／地区）

ワイナリー／生産者 格付け

収穫年 価格

温度 場所

外
観（
見
た
目
）

輝き 輝きのある 中程度 くすんだ、艶のない

透明度（清澄度） 澄んだ やや濁った 濁った

粘性 軽い やや軽い 中程度 やや強い 強い

濃さ 非常に淡い 淡い 中程度 濃い 非常に濃い

色調

赤 赤紫色 紫がかった赤 オレンジがかった赤 茶色がかった赤 褐色

ロゼ 玉ねぎの皮 サーモンピンク 薄いバラ色 濃いバラ色

白 無色に近い 緑がかった 淡い黄色 黄金色 赤銅色 琥珀色

その他、
全体の印象等

香
り

強さ 弱い やや弱い 中程度 やや豊か 豊か

第一印象 華やかな 深みのある 複雑な

特徴、
全体の印象等

味
わ
い

アタック 軽い やや軽い やや強い 強い

バランス 右図参照

余韻 短い やや短い やや長い 長い とても長い

ボディ ライトボディ ミディアムボディ フルボディ

全体の印象、評価

1
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出典：日本文芸社
『大人のためのワイン絵本』
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